
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

土

地

改

良

事

業

計

画

の

変

更

の

認

可

耕

地

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

担

当

課

（

室

）

の

完

了

目

次

○

〃

〃

○

〃

〃

【

告

示

】

○

児

童

福

祉

法

第

二

十

一

条

の

五

に

規

定

す

る

医

医

薬

安

全

課

○

二

級

建

築

士

の

懲

戒

処

分

〃

療

の

費

用

の

う

ち

本

人

及

び

扶

養

義

務

者

が

負

担

○

物

品

の

売

買

、

修

理

等

の

契

約

に

係

る

一

般

競

用

度

課

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

費

用

の

基

準

の

一

部

改

正

争

入

札

（

条

件

付

）

参

加

資

格

を

得

よ

う

と

す

る

○

〃

〃

者

の

資

格

審

査

の

実

施

○

医

療

に

係

る

療

育

の

給

付

に

要

す

る

費

用

の

う

〃

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

〃

ち

本

人

及

び

そ

の

扶

養

義

務

者

か

ら

徴

収

す

る

費

○

〃

〃

用

の

額

の

基

準

の

一

部

改

正

○

岡

山

県

役

務

の

提

供

の

契

約

に

係

る

入

札

参

加

〃

○

〃

〃

資

格

の

審

査

の

実

施

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

警

察

本

部

会

計

課

【

企

業

局

】

○

高

梁

景

観

モ

デ

ル

地

区

の

指

定

の

廃

止

環

境

企

画

課

○

背

景

保

全

地

区

の

指

定

の

一

部

改

正

〃

○

岡

山

県

公

営

企

業

に

従

事

す

る

企

業

職

員

の

給

総

務

企

画

課

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

の

指

定

長

寿

社

会

課

与

の

額

及

び

支

給

方

法

に

関

す

る

規

程

の

一

部

を

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

〃

改

正

す

る

規

程

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

岡

山

県

公

報

平成２６年６月２７日 第１１５９６号



平成２６年６月２７日 第１１５９６号

担

当

課

（

室

）

担

当

課

（

室

）

目

次

目

次

【

公

安

委

員

会

】

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

検

定

生

活

安

全

企

画

課

○

〃

〃

【

岡

山

県

市

町

村

共

済

組

合

】

○

平

成

二

十

五

年

度

決

算

の

要

旨

岡

山

県

市

町

村

共

済

組

合



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
号

平
成
十
七
年
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
一
号
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
に
規
定
す
る
医
療
の
費

用
の
う
ち
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で

第
条
第
１
項

第
２
項
及
び

別
表
第
二
備
考
２

中
「

4
1

」
を
「

4
1

（２）

，

第
６
項

第
４
項
及
び
第
５
項

第
５
項
及
び
第
６
項

及
び
第
２
項

及

」
に

「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

、

，

」

、「

」

「

」

。

び
第
３
項

並
び
に

第
２
項
並
び
に
第

条
の

の
５
第
１
項

第
３
項

に

4
1

1
9

を

に
改
め
る

，

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

平
成
十
七
年
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
一
号
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
に
規
定
す
る
医
療
の
費

用
の
う
ち
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す

別
表
第
二
中
「

る
法
律

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

」
を
「

」
に
改
め
る
。

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号

医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
本
人
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
徴
収
す
る
費
用

の
額
の
基
準
（
平
成
二
十
五
年
岡
山
県
告
示
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で

第
条
第
１
項

第
２
項
及
び
第

表
の
備
考
２

ウ
中
「

4
1

」
を
「

4
1

（２）

，

６
項

第
４
項
及
び
第
５
項

第
５
項
及
び
第
６
項

及
び
第
２
項

及

」
に

「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

、

，

」
に

「

4
1

1
9

」
を
「

」
に
改
め
る
。

び
第
３
項
並
び
に

第
２
項
並
び
に
第

条
の

の
５
第
１
項

第
３
項

、

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
三
号

医
療
に
係
る
療
育
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
本
人
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
か
ら
徴
収
す
る
費
用

の
額
の
基
準
（
平
成
二
十
五
年
岡
山
県
告
示
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

「

」

表
中

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

を
「

」
に
改
め
る
。

偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

平
成
二
年
岡
山
県
告
示
第
十
六
号
（
高
梁
景
観
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
）
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
三

十
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号

平
成
二
十
年
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
二
号
（
背
景
保
全
地
区
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

地

区

区

域

閑
谷
背
景
保
全
地
区

備
前
市
の
一
部

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ア
ル
テ
リ
ー
ベ
み
ず
き

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
井
尻
野
三
三
一
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
み
ず
き
会

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
東
江
原
町
一
六
六
一
番
地
の
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
一
二
三
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ケ
ア
プ
ラ
ン
そ
よ
か
ぜ

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
中
原
三
八
五
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
さ
つ
き

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
中
原
三
八
四
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
〇
四
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
ひ
な
た

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
梶
並
六
七
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
日
向

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
梶
並
六
七
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
七
〇
〇
八
〇
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
あ
か
り

２

所
在
地

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



岡
山
県
津
山
市
宮
尾
一
三
七
九
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
誠
道
会

２

所
在
地

岡
山
県
津
山
市
宮
尾
一
三
七
九
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
三
〇
二
〇
五
五

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ホ
ー
ム
備
前

２

所
在
地

岡
山
県
備
前
市
伊
部
一
三
九
三
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

一
般
社
団
法
人
日
本
博
雄
厚
生
福
祉
会

２

所
在
地

兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
高
田
台
四
丁
目
一
〇
番
二
〇
号

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
一
一
〇
〇
六
九
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

介
護
予
防
通
所
介
護

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ま
わ
り
総
社

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
中
央
三
丁
目
三
番
地
一
一
三

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
中
央
三
丁
目
三
番
地
一
一
三

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
八
〇
一
二
〇
五

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
九
号（

）

、

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令

昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
二
七
一

柴
田

英
典

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
二
九
八
二

林

照
夫

二

加
入
区

牛
窓

三

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

牛
窓
町
漁
業
協
同
組
合

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
十
一
日
ま
で

五

縦
覧
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

新
見
川
上
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新
見
市
哲
多
町
成
松
字
ツ
キ
マ
ワ
シ
二
七
四
番

一
六
四
・
五

一
地
先
か
ら

一
〇
・
〇
～

新
見
市
哲
多
町
老
栄
字
小
向
一
四
三
三
番
一
地

三
〇
・
五

新

先
ま
で

新
見
市
哲
多
町
成
松
字
ツ
キ
マ
ワ
シ
二
七
四
番

一
六
四
・
五

一
地
先
か
ら

五
・
五
～

新
見
市
哲
多
町
老
栄
字
小
向
一
四
三
三
番
一
地

二
五
・
〇

旧

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
垪
和
西
小
山
旭
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
棚
田
一
五
八
四
番
地
先

二
八
二
・
〇

か
ら

四
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
コ
ブ
ケ
一
六
〇
三
番
四

三
八
・
〇

新

地
先
ま
で

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
棚
田
一
五
八
四
番
地
先

二
八
二
・
〇

か
ら

四
・
〇
～

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
コ
ブ
ケ
一
六
〇
三
番
四

一
三
・
〇

旧

地
先
ま
で

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

新
見
川
上
線

新
見
市
哲
多
町
成
松
字
ツ
キ
マ
ワ
シ
二
七
四
番
一
地

平
成
二
十
六

先
か
ら

年
六
月
二
十

新
見
市
哲
多
町
老
栄
字
小
向
一
四
三
三
番
一
地
先
ま

七
日

で

大
垪
和
西
小

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
棚
田
一
五
八
四
番
地
先
か
ら

山
旭
線

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
コ
ブ
ケ
一
六
〇
三
番
四
地
先

ま
で

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



〔
三
〇
二
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
い
ぶ
き

三

代
表
者
の
氏
名

吉
岡

啓

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
小
原
一
四
四
番
地
四

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
主
に
県
北
部
地
域
に
見
ら
れ
る
農
林
畜
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
の
後
継
者
不
足

や
跡
取
り
不
在
な
ど
の
問
題
で
過
疎
化
す
る
中
山
間
地
に
お
い
て
、
地
域
独
自
の
特
色
で
あ
る
伝
統

や
風
習
を
守
り
な
が
ら
も
若
者
の
定
住
と
生
活
し
や
す
い
地
域
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
地
域
住

民
の
た
め
に
、
独
身
男
女
の
出
会
い
に
関
す
る
情
報
提
供
や
出
会
い
の
場
や
世
代
を
越
え
た
交
流
の

場
の
提
供
な
ど
を
行
い
、
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
地
域
や
地
域
住
民
を
後
押

し
す
る
事
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



〔
三
〇
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
事
業
（
計
画
の
変
更
）
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
事
業
を
行
う
者
の
名
称

児
島
湾
土
地
改
良
区

二

地
区
名
及
び
工
種

地
区
名

工

種

北
七
区
支
線

号

か
ん
が
い
排
水

24

北
七
区
支
線

号

〃

60

三

認
可
年
月
日

平
成
二
十
六
年
五
月
十
九
日

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



〔
三
〇
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
南
久
保
一
四
九
九

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
六
丁
目
一
一

一
一
九
カ
ル
ム
二
〇
二
号

－

上
野

弘
司

上
野
美
智
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
五
一
号

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



〔
三
〇
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
堀
ノ
西
一
一
〇
九

五
、
一
一
〇
九

六

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
島
二
二
四
六

三
九
（
中
島
ア
パ
ー
ト
Ｄ
四
一
）

－

松
本

雅
行

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
号

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



〔
三
〇
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
堀
ノ
西
一
一
〇
九

八

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
門
田
三
三
〇

一
シ
ェ
ソ
ワ
Ｂ

二
〇
一

－
－

太
田

晃
生

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
六
号

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



〔
三
〇
七
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
。 

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号 

 

有

 

史
朗 

二
級
建
築
士 

岡
山
県
知
事
登
録
第
五
五
五
九
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

戒
告 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

 

建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十
一
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
）
に
お
い
て
、
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お

り
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し

て
い
た
二
級
建
築
士
で
あ
り
な
が
ら
、
同
令
附
則
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築
士
法
別
表
第
二
の
二
級
建
築
士
定

期
講
習
を
、
同
日
ま
で
に
受
け
ず
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
も
、
有
限
会
社
テ
ク
ノ
技
研

二
級
建
築
士
事
務
所
（
岡
山
県
知
事
登
録
第
五
七
五
二
号
）
に
所
属
し
、
平
成
二
十
五
年
七
月
十

二
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号 

石
原 

 

護 

二
級
建
築
士 

岡
山
県
知
事
登
録
第
五
四
七
〇
号 

三 

処
分
の
内
容 

戒
告 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

 

建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
）
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に
お
い
て
、
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
二
級
建
築
士
で
あ
り
な
が
ら
、
同
令
附
則

第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
建
築
士
法
別
表
第
二
の
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
、
同
日
ま
で
に
受
け
ず
、
平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
も
、
石
原
創
造
建
築
有
限
会
社
二
級
建
築
士
事
務
所
（
岡
山
県
知
事
登
録
第
五

七
五
三
号
）
に
所
属
し
、
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号 

江

 

光
政 

二
級
建
築
士 

岡
山
県
知
事
登
録
第
六
三
五
四
号 

三 

処
分
の
内
容 

戒
告 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

 

建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
）

に
お
い
て
、
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
二
級
建
築
士
で
あ
り
な
が
ら
、
同
令
附
則

第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
建
築
士
法
別
表
第
二
の
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
、
同
日
ま
で
に
受
け
ず
、
平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
も
、
江
草
光
政
二
級
建
築
士
事
務
所
（
岡
山
県
知
事
登
録
第
六
二
九
三
号
）
に

所
属
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号 

桐
山 

秀
基 

二
級
建
築
士 

岡
山
県
知
事
登
録
第
九
五
〇
〇
号 

三 

処
分
の
内
容 

戒
告 
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四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

 
建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
）

に
お
い
て
、
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
二
級
建
築
士
で
あ
り
な
が
ら
、
同
令
附
則

第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
建
築
士
法
別
表
第
二
の
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
、
同
日
ま
で
に
受
け
ず
、
平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
も
、Ｋ

－
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

（
岡
山
県
知
事
登
録
第
六
〇
二
七
号
）
に
所
属
し
、

平
成
二
十
五
年
九
月
五
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号 

小
林 

泰
治 

二
級
建
築
士 

岡
山
県
知
事
登
録
第
三
七
三
一
号 

三 

処
分
の
内
容 

戒
告 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

 

建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
）

に
お
い
て
、
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
二
級
建
築
士
で
あ
り
な
が
ら
、
同
令
附
則

第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
建
築
士
法
別
表
第
二
の
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
、
同
日
ま
で
に
受
け
ず
、
平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
も
、
創
美
２
級
建
築
設
計
事
務
所
（
広
島
県
知
事
登
録
十
一
（
二
）
第
〇
〇
二

四
号
）
に
所
属
し
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別

及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号 

八
代 

聖
治 

二
級
建
築
士 

岡
山
県
知
事
登
録
第
一
〇
五
四
〇
号 
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三 

処
分
の
内
容 

戒
告 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

 

建
築
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
）

に
お
い
て
、
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、
同
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
た
二
級
建
築
士
で
あ
り
な
が
ら
、
同
令
附
則

第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
建
築
士
法
別
表
第
二
の
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
、
同
日
ま
で
に
受
け
ず
、
平
成
二
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
も
、
有
限
会
社
八
代
建
設
一
級
建
築
士
事
務
所
（
岡
山
県
知
事
登
録
第
一
三
三

三
〇
号
）
に
所
属
し
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日
に
当
該
講
習
を
受
け
た
。 
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〔
三
〇
八
〕
物
品
の
売
買
、
修
理
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
を
得
よ
う

と
す
る
者
の
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

資
格
審
査
を
行
う
営
業
区
分
及
び
業
種
区
分

１

物
品
の
販
売
及
び
修
理

文
具
、
事
務
用
機
器

木
工
、
家
具

薬
品

印
刷

燃
料
、
油
脂

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

機
械
器
具

工
事
用
材
料

車
両
、
船
舶

そ
の
他

(６)

(７)

(８)

(９)

２

物
品
の
買
受
け

金
属
、
木
製
品
、
紙
類
の
古
物

家
具
、
食
品
、
動
物
類
の
生
産
物

(１)

(２)

二

資
格
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

１

一
般
競
争
入
札
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な
い
者
及
び
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い

も
の

２

都
道
府
県
税
、
市
町
村
税
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
課
し
た
も
の
に
限
る

）
又
は
消
費
税

。

及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

３

営
業
に
関
し
許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
得
て
い
な
い
者

４

岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規

定
す
る
者

５

４
に
掲
げ
る
者
を
役
員
又
は
支
配
人
と
し
て
い
る
法
人
及
び
当
該
者
を
支
配
人
と
し
て
い
る
個

人
６

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
４
又
は
５
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

三

申
請
書
用
紙
及
び
申
請
書
類
作
成
要
領
の
交
付
期
間
及
び
入
手
方
法

１

交
付
期
間

平
成
二
十
六
年
七
月
三
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
九
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定

め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
以

下
「
県
の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

）

。

。

２

入
手
方
法

直
接
受
け
取
る
場
合

(１)

１
の
交
付
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間

（
た
だ
し
、
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
は
午
後
四
時
ま
で

、
岡
山
県
出
納
局
用
度
課
並

）
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び
に
各
県
民
局
地
域
政
策
部
総
務
課
及
び
地
域
総
務
課
で
交
付
す
る
。

郵
送
の
場
合

(２)

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
郵
便
番
号
七
〇
〇

八
五
七
〇

岡
山
県
岡
山
市
北
区
内

－
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
宛
て
に
、
二
百
五
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
書
類
を
折

ら
ず
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
請
求
す
る
こ
と
（
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
三
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る

。
。
）

岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

(３)h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
7
4
/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

四

資
格
審
査
申
請
書
の
提
出
期
間
及
び
提
出
場
所

１

持
参
の
場
合

提
出
期
間

(１)

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
県
の
休
日
を
除
く
。)

の
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

提
出
場
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
本
庁
舎
八
階
第
一

(２)
会
議
室

２

郵
送
の
場
合

提
出
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で
（
必
着
）

(１)

送
付
先

三
２

の
場
所

(２)

(２)

五

申
請
者
へ
の
資
格
審
査
の
結
果
の
通
知

文
書
で
通
知
す
る
。

六

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

七

資
格
審
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班

電
話
（
○
八
六
）
二
二
六

七
五
三
八
又
は
（
○
八
六
）
二
二
六

七
五
三
七

－
－
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三
〇
九

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
調
達
件
名
及
び
数
量

庁
用
自
動
車
リ
ー
ス

7
0
台

(
2
)
調
達
物
品
の
特
質
等

庁
用
自
動
車
リ
ー
ス
業
務
入
札
説
明
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
」
と
い
う
）
及
び
車
両
リ
ー

。

ス
仕
様
書
（
以
下
「
仕
様
書
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
納
入
期
限

平
成
2
6
年
1
0
月
１
日
（
水
）

2
9
台

平
成
2
6
年
1
1
月
４
日
（
火
）

1
7
台

平
成
2
6
年
1
2
月
１
日
（
月
）

2
4
台

(
4
)
納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
，
全
て
の
リ
ー
ス
物
件
の
本
体
価
格
の
ほ
か
，
輸
送
費
及
び
仕
様
書
に
記
載
す
る

作
業
等
に
要
す
る
リ
ー
ス
契
約
期
間
中
の
一
切
の
諸
経
費
を
含
め
た
額
と
す
る
。
な
お
，
落
札
決

定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
８
に
相
当
す
る
額
を

加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て

る
も
の
と
す
る
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
，
入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

。

に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
，
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
0
8

分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
平
成
2
6
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
2
6
年
岡
山
県
告
示
第
2
7
号
（
物

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。
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以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者

(
3
)
オ
ー
ト
リ
ー
ス
業
務
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
業
務
を
行
っ
て
い
る
業
者
で
あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

平
成
2
6
年
８
月
１
日
（
金
）
正
午

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

(
1
)
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
7

(
2
)
入
札
説
明
書
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

平
成
2
6
年
６
月
2
7
日
（
金
）
か
ら
同
年
８
月
１
日
（
金
）
ま
で
（
県
の
休
日
（
岡
山
県
の
休

日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
休
日
を
い

う
）
を
除
く
）

。
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
直
接
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
1
5
0
グ
ラ

ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。
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(
3
)
入
札
書
の
提
出
方
法

入
札
書
の
提
出
は
，
持
参
又
は
郵
便
若
し
く
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」
と
い

う
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
，
持
参
が
望
ま
し
い
。

。

(
4
)
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

ア
入
札
日
時

平
成
2
6
年
８
月
７
日
（
木
）
1
3
時
3
0
分

，
，

（
）

。
た
だ
し

郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

同
月
６
日

水
1
7
時
を
受
領
期
限
と
す
る

イ
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
地
下
１
階
入
札
室

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
(
1
)
の
場
所
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ
そ
の
他

持
参
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
入
札
開
始
前
及
び
開
札
開
始
後
に
お
い
て
は
，
入
札
書
の
提
出

を
受
け
付
け
な
い
。

５
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
及
び
入
札
機
器
の

構
成
内
訳
書
，
納
入
確
約
書
等
入
札
説
明
書
で
指
定
す
る
添
付
書
類
を
平
成
2
6
年
８
月
１
日
(
金
）

1
7
時
ま
で
に
，
４
(
1
)
の
場
所
に
提
出
（
郵
送
等
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
）
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
。

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
，
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
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札
に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
5
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
6
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
7
)
詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
l
e
a
s
e
d
:

7
0
v
e
h
i
c
l
e
s

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
d
a
t
e
:

B
y
1
O
c
t
o
b
e
r
(
W
e
d
n
e
s
d
a
y
）
,
2
0
1
4
(
2
9
v
e
h
i
c
l
e
s
)

B
y
4
N
o
v
e
m
b
e
r
(
T
u
e
s
d
a
y
）
,
2
0
1
4
(
1
7
v
e
h
i
c
l
e
s
)

B
y
1
D
e
c
e
m
b
e
r
(
M
o
n
d
a
y
）
,
2
0
1
4
(
2
4
v
e
h
i
c
l
e
s
)

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

1
:
3
0
P
.
M
.
7
A
u
g
u
s
t
（
T
h
u
r
s
d
a
y
）
,
2
0
1
4

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
O
f
f
i
c
e
,
T
r
e
a
s
u
r
y
B
u
r
e
a
u
,
O
f
f
i
c
e

S
u
p
p
l
i
e
s
D
i
v
i
s
i
o
n
，
２
－
４
－
６
,
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a

－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
7
0
,
J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
－
2
2
6
－
7
5
3
7
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三
一
〇

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
購
入
物
品
名
及
び
数
量

ナ
ノ
イ
ン
デ
ン
タ
ー

１
式

(
2
)
購
入
物
品
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
機
器
規
格
仕
様
書
（
以
下
「
仕
様
書
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
納
入
期
限

平
成
2
6
年
1
2
月
1
9
日
（
金
）

(
4
)
納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
，
調
達
物
品
の
本
体
価
格
の
ほ
か
，
輸
送
費
及
び
仕
様
書
等
に
記
載
す
る
作
業
等

納
入
に
要
す
る
一
切
の
諸
経
費
を
含
め
た
額
と
す
る
。
な
お
，
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札

書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
８
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金

額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
を
も

。

っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
，
入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ

る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
，
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
0
8
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金

額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
平
成
2
6
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
2
6
年
岡
山
県
告
示
第
2
7
号
（
物

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。

以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な
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い
者

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

平
成
2
6
年
７
月
3
1
日
（
木
）
正
午

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

(
1
)
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
調
達
班
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
4
0

(
2
)
入
札
説
明
書
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

平
成
2
6
年
６
月
2
7
日
（
金
）
か
ら
同
年
７
月
3
1
日
（
木
）
ま
で
（
県
の
休
日
（
岡
山
県
の
休

日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
休
日
を
い

う
）
を
除
く
）

。
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
直
接
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
1
0
0
グ
ラ

ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
提
出
方
法

入
札
書
の
提
出
は
，
持
参
又
は
郵
便
若
し
く
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」
と
い

う
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

。

(
4
)
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
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ア
入
札
日
時

平
成
2
6
年
８
月
８
日
（
金
）
1
3
時
1
0
分

，
，

（
）

。
た
だ
し

郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

同
月
６
日

水
1
7
時
を
受
領
期
限
と
す
る

イ
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
地
下
１
階
入
札
室

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
(
1
)
の
場
所
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ
そ
の
他

持
参
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
入
札
開
始
前
及
び
開
札
開
始
後
に
お
い
て
は
，
入
札
書
の
提
出

を
受
け
付
け
な
い
。

５
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
及
び
入
札
説
明
書

で
指
定
す
る
添
付
書
類
を
平
成
2
6
年
７
月
3
1
日
(
木
）
1
7
時
ま
で
に
，
４
(
1
)
の
場
所
に
提
出
（
郵

送
等
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
）
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
。

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
5
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
6
)
落
札
者
の
決
定
方
法
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岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
7
)
詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:

N
a
n
o
i
n
d
e
n
t
e
r
1
U
n
i
t

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
d
a
t
e
:

B
y
1
9
D
e
c
e
m
b
e
r
(
F
r
i
d
a
y
）
,
2
0
1
4

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

1
:
1
0
P
.
M
.
８

A
u
g
u
s
t
（
F
r
i
d
a
y
）
,
2
0
1
4

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
O
f
f
i
c
e
,
T
r
e
a
s
u
r
y
B
u
r
e
a
u
,
O
f
f
i
c
e

S
u
p
p
l
i
e
s
D
i
v
i
s
i
o
n
，
２
－
４
－
６
，
U
c
h
i
s
a
n
g
e
，
K
i
t
a
－
k
u
，
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,

O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
，
7
0
0
－
8
5
7
0
，
J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
－
2
2
6
－
7
5
4
0
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〔
三
一
一
〕
建
物
等
の
保
守
管
理
、
廃
棄
物
の
処
理
、
警
備
、
調
査
研
究
、
企
画
製
作
、
運
送
保
管
、

機
械
設
備
等
の
保
守
点
検
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
等
の
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
の

審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
行
う
契
約

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
役
務
の
提
供
の
契
約

二

審
査
事
項

１

申
請
時
の
直
前
の
二
事
業
年
度
に
お
け
る
売
上
高

２

申
請
時
の
直
前
の
事
業
年
度
の
決
算
（
３
に
お
い
て
「
直
前
決
算
」
と
い
う

）
に
お
け
る
自

。

己
資
本
額

３

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率

４

申
請
時
に
お
け
る
従
業
員
数

５

申
請
時
ま
で
の
営
業
年
数

６

Ｉ
Ｓ
Ｏ
審
査
登
録
等
に
関
す
る
事
項

７

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
事
項

８

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
項

９

事
業
者
認
定
等
に
関
す
る
事
項
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
み
）

情
報
処
理
技
術
者
数
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
み
）

10
三

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
ら
れ
な
い
者

次
に
掲
げ
る
者
は
、
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
１
に
掲
げ

る
者
で
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定

す
る
者

２

都
道
府
県
税
、
市
町
村
税
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
課
し
た
も
の
に
限
る

）
又
は
消
費
税

。

及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

３

営
業
に
関
し
免
許
、
許
可
、
認
可
、
資
格
等
（
以
下
「
許
認
可
等
」
と
い
う

）
を
受
け
、
又

。

は
届
出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
な
い
者
又

は
当
該
届
出
等
を
行
っ
て
い
な
い
者

４

業
務
の
種
類
に
応
じ
知
事
が
必
要
と
認
め
る
資
格
を
有
す
る
者
を
常
時
勤
務
す
る
者
と
し
て
有
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し
て
い
な
い
者

５

岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規

定
す
る
者

６

５
に
掲
げ
る
者
を
役
員
又
は
支
配
人
と
し
て
い
る
法
人
及
び
当
該
者
を
支
配
人
と
し
て
い
る
個

人
７

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
５
又
は
６
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

四

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
手
続

１

提
出
書
類
（
官
公
署
の
証
明
に
係
る
書
類
は
、
作
成
後
三
箇
月
以
内
の
も
の
に
限
る

）
。

申
請
書

(１)

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

(２)
身
分
証
明
書
、
法
務
局
長
が
発
行
す
る
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
及
び
登
記
事
項
証

明
書
（
支
配
人
を
選
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る

）
。

岡
山
県
県
民
局
長
が
発
行
し
た
県
税
（
延
滞
金
等
を
含
む

）
の
納
税
証
明
書
（
滞
納
が
な

。

(３)
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ

。
た
だ
し
、
岡
山
県
に
納
税
の
義
務

。
）

が
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
が
発
行
し
た

都
道
府
県
税
の
納
税
証
明
書

岡
山
県
内
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
市
町
村
税
（
延
滞
金
等
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
の
納

。

(４)
税
証
明
書
（
岡
山
県
内
の
市
町
村
に
納
税
の
義
務
が
あ
る
者
に
限
る

。
た
だ
し
、
岡
山
県

。
）

内
の
営
業
所
の
長
等
に
県
と
の
契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
の
権
限
を
委
任
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
営
業
所
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
発
行
し
た
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書
、
委
任
し
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
岡
山
県
内
の
本
店
又
は
主
た
る
営
業
所
等
の
所
在
地
の
市
町
村
長
が
発
行

し
た
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書

税
務
署
長
が
発
行
し
た
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
未
納
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明
書

(５)

申
請
時
の
直
前
の
二
事
業
年
度
に
お
け
る
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は

(６)
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
損
益
計
算
書
及
び
資
産
負
債
調
）

印
鑑
登
録
証
明
書

(７)

法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
及
び
支
配
人
の
名
簿
、
個
人
に
あ
っ
て
は
支
配
人
の
名
簿
（
支
配
人

(８)
を
選
任
し
て
い
る
場
合
に
限
る

）
。

営
業
に
関
し
許
認
可
等
を
受
け
、
又
は
届
出
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
当

(９)
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該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
又
は
当
該
届
出
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

契
約
の
締
結
等
に
つ
い
て
の
権
限
を
営
業
所
の
長
等
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状

(10)

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

(11)
２

提
出
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成

元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
五
１
に
お
い
て
「
県

の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

。
た
だ
し
、
郵
送
で
申
請
書
類
を
提
出
す
る
場
合
は
、
同
月
十

。

。
）

八
日
必
着
と
す
る
。

３

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
本
庁
舎
八
階
第
一
会
議
室

４

提
出
方
法

持
参
の
場
合

(１)

（

。
）

２
の
提
出
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く

の
間
に
３
の
提
出
場
所
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
。

郵
送
等
の
場
合

(２)

八
に
掲
げ
る
役
務
に
係
る
業
務
に
応
じ
た
住
所
宛
て
に
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
り
送
付
す
る

こ
と
。

五

申
請
書
の
交
付
期
間
等

１

交
付
期
間

平
成
二
十
六
年
七
月
三
日
か
ら
同
年
八
月
二
十
九
日
ま
で
（
県
の
休
日
を
除
く

）
。

２

交
付
場
所

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
、
総
務
部
財
産
活
用
課
、
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
並
び
に
各
県
民
局

地
域
政
策
部
総
務
課
及
び
地
域
総
務
課

３

交
付
方
法

２
の
交
付
場
所
に
お
い
て
交
付
を
受
け
る
場
合

(１)

１
の
交
付
期
間
中
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
は
、
午
後
四
時
ま
で
）
の
間
に
交
付
す
る
。

郵
送
に
よ
り
交
付
を
受
け
る
場
合

(２)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
（
長
さ
三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル×

幅
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）
の
封
筒
に
返
信
先
宛
名
を
明
記
し
、
二
百
五
十
円
分
の
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
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同
封
し
て

岡
山
県
出
納
局
用
度
課

総
務
部
財
産
活
用
課
又
は
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課

郵

、

、

（

便
番
号
七
〇
〇

八
五
七
〇
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
宛
て
に
請
求
す
る
こ
と

－
（
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
三
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る

。
。
）

ま
た
、
岡
山
県
出
納
局
用
度
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i

k
i
/
7
4
/
)

、
総
務
部
財
産
活
用
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k

i
/
1
0
/

）
又
は
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/

s
o
s
h
i
k
i
/
2
0
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

八

問
合
せ
先

１

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
お
け
る
大
分
類
１
建
物
等
の
保
守
管
理
、
大
分
類
２
廃
棄
物
の
処
理

及
び
大
分
類
３
警
備
に
係
る
業
務

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
庁
舎
管
理
班
（
直
通
電

話
（
〇
八
六
）
二
二
六

七
二
三
四
）

－

２

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
お
け
る
大
分
類
８
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
情
報
化
推
進
班

（
直
通
電
話
（
〇
八
六
）
二
二
六

七
二
六
四
）

－

３

別
表
の
業
務
種
目
の
欄
に
掲
げ
る
役
務
の
う
ち
１
及
び
２
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る

業
務岡

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
直
通
電
話
（
〇
八

六
）
二
二
六

七
五
三
八
）

－
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4 3 2 1
番
号

警
備

廃
棄
物
の
処
理

建
物
等
の
保
守

管
理

種

目

5 4 3 2 1 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
番
号

そ
の
他

検
査

環
境
測
定

調
査
研
究

（
自
然
科
学
分
野

)

調
査
研
究

（
社
会
経
済
分
野

)

そ
の
他

機
械
警
備

施
設
警
備

そ
の
他

廃
棄
物
再
生
事
業

特
別
管
理
廃
棄
物

（
処
分

）

特
別
管
理
廃
棄
物

（
収
集
運
搬

）

産
業
廃
棄
物

（
処
分

）

産
業
廃
棄
物

（
収
集
運
搬

）

一
般
廃
棄
物

（
処
分

）

一
般
廃
棄
物

（
収
集
運
搬

）

そ
の
他

施
設
の
管
理
・
運
営

建
築
物
等
の
定
期
点
検

庭
木
芝
生
管
理

（
剪
定
・
殺
虫
消

毒

）

昇
降
機
等
保
守

消
防
設
備
保
守

危
険
物
施
設
保
守

ボ
イ
ラ
ー
の
運
転
・
清
掃
・
保
守

冷
暖
房
設
備
等
保
守

給
排
水
・
換
気
設
備
等
保
守

電
気
設
備
等
保
守

中
央
監
視
設
備
等
保
守

電
気
・
機
械
設
備
等
の
運
転
・
監

視 建
築
物
ね
ず
み
昆
虫
等
防
除

排
水
槽
の
清
掃

浄
化
槽
の
保
守
・
清
掃

建
築
物
飲
料
水
貯
水
槽
等
清
掃

無
線
通
信
設
備
保
守

放
送
・
時
計
設
備
等
保
守

有
線
通
信
設
備
保
守

建
築
物
清
掃 種

　
　
　
目

出
納
局
用
度
課

総
務
部
財
産
活

用
課

9 8 7 6 5
番
号

情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス

運
送
保
管

種

目

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 9 7 6 5 4 3 2 1 6 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1
番
号

そ
の
他

森
林
管
理

公
園
・
河
川
の
管
理

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

損
害
保
険

筆
耕
・
翻
訳

研
修
業
務

人
材
派
遣
サ
ー
ビ
ス

給
食
業
務

健
康
診
断

そ
の
他

通
信
サ
ー
ビ
ス

情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

A
S
P

（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

）

デ
ー
タ
処
理

シ
ス
テ
ム
等
管
理
運
営

シ
ス
テ
ム
等
開
発
・
改
良

コ
ン
テ
ン
ツ
作
成

そ
の
他

設
備

（
建
物
等
の
保
守
管
理
以

外

）

機
械

そ
の
他
機
器

分
析
機
器

計
測
機
器

そ
の
他

保
管

梱
包
・
発
送

貨
物
運
送

旅
客
運
送

そ
の
他

デ
ザ
イ
ン
企
画

イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営

広
告
・
広
報

映
画
・
ビ
デ
オ

写
真
・
製
図

看
板

物
品

種
　
　
 

目

出
納
局
用
度
課

県
民
生
活
部
情

報
政
策
課

出
納
局
用
度
課

そ
の
他

（
情
報

通
信
サ
ー
ビ
ス

を
除
く

。

）

機
械
設
備
等
の

保
守
点
検

（
情

報
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
除
く

。

）

企
画
製
作

（
情

報
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
除
く

。

）

調
査
研
究

（
情

報
通
信
サ
ー
ビ

ス
を
除
く

。

）

担

当

課

大
分
類

業

務

種

目

小

分

類

別
　
表

担

当

課

情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
調

査

(

通
信
に
関
す
る
も
の
は

、

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
も
の
に

限
る

。

)

8

大
分
類

小

分

類

業

務

種

目
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三
一
二

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
購
入
等
件
名
及
び
予
定
数
量

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
電
気

使
用
予
定
電
力
量

1
,
5
5
9
,
5
9
2
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

(
2
)
仕
様
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

(
3
)
納
入
期
間

平
成
2
6
年
1
0
月
１
日
か
ら
平
成
2
7
年
９
月
3
0
日
ま
で

(
4
)
納
入
場
所

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
4
4
4
－
３

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

(
5
)
入
札
方
法

入
札
書
に
記
載
す
る
金
額
は
，
入
札
説
明
書
に
記
載
す
る
方
法
に
従
っ
て
計
算
し
た
，
各
社
に

お
い
て
設
定
す
る
契
約
電
力
に
対
す
る
単
価
（
基
本
料
金
単
価
）
及
び
使
用
電
力
量
に
対
す
る
単

価
（
電
力
量
料
金
単
価
）
を
根
拠
と
し
，
別
途
提
示
す
る
月
ご
と
の
予
定
契
約
電
力
及
び
予
定
使

用
電
力
量
に
基
づ
き
算
出
し
た
各
月
の
対
価
の
年
間
総
価
を
入
札
金
額
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
基

本
料
金
及
び
電
力
量
料
金
ご
と
の
月
額
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
小
数
点
以
下
第
３
位
を
四
捨
五

入
す
る
。
基
本
料
金
及
び
電
力
量
料
金
の
合
計
金
額
（
月
額
）
及
び
年
間
合
計
金
額
に
１
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
金
額
を
記
載
す
る
こ
と
。
入
札
者
は
，
見
積

も
っ
た
年
間
合
計
金
額
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
金
額
）
を
入
札
書
に
記
載
す

る
こ
と
（
各
月
の
期
間
は
，
月
の
初
日
か
ら
月
の
末
日
ま
で
で
算
出
す
る
こ
と
）

。
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
）
平
成
2
6
年
度
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等

又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
2
6
年
岡
山
県
告
示
第
2
7
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号
（
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手

続
等
。
以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付

。
。

区
分
が
Ａ
で
あ
る
も
の
。

(
2
）
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告

示
第
3
0
6
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

(
5
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を

受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
6
）
電
気
事
業
法
（
昭
和
3
9
年
法
律
第
1
7
0
号
）
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
一
般
電
気
事
業
者
と
し
て

許
可
を
受
け
て
い
る
者
又
は
同
法
第
1
6
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
規
模
電
気
事
業
者
と

し
て
届
出
を
行
っ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
二
酸
化
炭
素
排
出
原
単
位
（
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
反
映
後
：
調
整
後
排
出
係
数
適
用
，
未
利
用

）

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
，
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
，
入
札
説
明
書
で
示
す
入
札
参
加

条
件
を
満
た
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
有
し
な
い
も
の
は
，
資
格

告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
，
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
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先

〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
4
2

(
2
)
入
札
説
明
書
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

平
成
2
6
年
６
月
2
7
日
か
ら
同
年
８
月
６
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元

年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
交
付
場
所
に
て
交
付
す
る
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

平
成
2
6
年
８
月
1
9
日

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

平
成
2
6
年
８
月
2
1
日

午
前
1
0
時
3
0
分

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
分
室
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
，
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
，
平
成
2
6
年
８
月
６
日
午
後
４
時
ま
で
に
，
入
札
説

明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者

か
ら
当
該
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
t
u
r
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:

E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
f
o
r
D
r
i
v
e
r
'
s
L
i
c
e
n
s
e
C
e
n
t
e
r

1
,
5
5
9
,
5
9
2
k
W
h

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
１
O
c
t
o
b
e
r
，
2
0
1
4
t
h
r
o
u
g
h
3
0
S
e
p
t
e
m
b
e
r
，
2
0
1
5

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

D
r
i
v
e
r
'
s
L
i
c
e
n
s
e
C
e
n
t
e
r

4
4
4
－
３
，
M
i
t
s
u
n
a
k
a
y
a
m
a
，
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
-
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

4
:
0
0
P
.
M
.
1
9
A
u
g
u
s
t
,
2
0
1
4

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
-
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
e
l
e
p
h
o
n
e
：
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
4
2
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
八
号

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

西

本

善

夫

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十

九
年
岡
山
県
営
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
第
六
項
に
規
定
す
る
有
害
物
取
扱
作
業
等
に
従
事
す
る
職
員
及
び
第
七
項
」

を
「
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
六
百
七
十
円
」
を
「
六
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
七
号
中
「
流
木
等
除
去
等
」
を
「
流
木
除
去
等
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
事
故
等
に
よ
り
行
う

施
設
の
緊
急
応
急
復
旧
作
業
」
を
「
工
業
用
水
道
事
務
所
に
勤
務
す
る
職
員
が
行
う
危
険
性
が
高
い
薬

品
等
の
取
扱
作
業

に
改
め

同
条
中
第
六
項
を
削
り

第
七
項
を
第
六
項
と
し

同
条
第
八
項
中

及

」

、

、

、

「

び
第
六
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
八
項
と
す
る
。

附
則
第
三
項
及
び
第
六
項
中
「
第
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事

（

「

」

。
）

す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程

以
下

改
正
後
の
規
程

と
い
う

の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

２

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
公

営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町
村
等

届
出
年
月
日

の
区
域
を
単
位
と
し

て
設
け
ら
れ
た
支
部

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
十
三
支
部

小

川

信

幸

窪

田

昇

岡
山
市
北
区
学
南
町
三

一
四

五
一

○

平
成
二
六
・

五
・

二

－
－

自
由
民
主
党
岡
山
県
岡
山
市
第
二
十
支
部

佐

藤

人

海

福

島

直

樹

〃

南
区
妹
尾
二
二
六

○

〃

五
・
二
六

自
由
民
主
党
岡
山
県
全
管
協
ち
ん
た
い
支
部

黒

木

博

之

有

木

良

治

〃

〃

西
市
九
九

二
一

○

〃

五
・
二
九

－

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

議
員
連
盟
玄
皓
塾

竹

本

幸

久

竹

本

光

子

浅
口
市
寄
島
町
一
六
〇
九
一

一

平
成
二
六
・

五
・
三
〇

－

佐
藤
し
ん
じ
後
援
会

岡

純

一

佐

藤

由
美
子

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
一
〇
八
八

二

〃

五
・
一
九

－

八
木
茂
後
援
会

坪

井

徹

臣

山

田

正

夫

〃

〃

早
島
五
〇
六
六

〃

五
・
二
八

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

公
明
党
岡
山
県
本
部

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
大
元
上
町
八

一
八

岡
山
市
北
区
辰
巳
二
六

一
〇
二

平
成
二
六
・

五
・
二
八

－
－

自
由
民
主
党
瀬
戸
町
支
部

会
計
責
任
者

長

島

正

樹

大

廣

康

夫

〃

五
・
二
一

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

岡
山
県
司
法
書
士
政
治
連
盟

会
計
責
任
者

兒

島

隆

朗

三

宅

重

文

平
成
二
六
・

五
・
二
七

後
楽
会
政
治
連
盟

代

表

者

牧

野

雅

美

森

芳

博

〃

五
・
二
二

〃

会
計
責
任
者

影

山

昇

木

村

和

正

〃

〃

た
け
も
と
幸
久
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

浅
口
市
寄
島
町
一
六
〇
九
一

一

浅
口
市
寄
島
町
一
二
一
五
五

一
四
二

〃

五
・
三
〇

－
－

本
田
正
弘
後
援
会

代

表

者

谷

口

清

美

茨

智

重

〃

五
・

九

や
の
周
子
を
育
て
る
会

〃

矢

野

樹
一
郎

矢

野

哲

郎

〃

〃
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

解
散
年
月
日

た
ち
あ
が
れ
日
本

津
山
市
第
一
支
部

竹

内

邦

彦

平
成
二
五
・
一
二
・
三
一

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
氏
名

解
散
年
月
日

粟
井
基
雄
後
援
会

竹

内

光

之

平
成
二
六
・

五
・
二
五

岡
田
か
ん
じ
後
援
会

岡

田

幹

司

平
成
二
三
・
一
二
・
三
一

岡
辺
正
継
後
援
会

岡

辺

昭

光

平
成
二
六
・

四
・
三
〇

が
ん
ば
ろ
う
高
梁
の
会

西

平

宏
太
郎

〃

五
・

七

ジ
ャ
ン
プ
岡
山
の
会

小

川

雅

洋

〃

五
・
二
六

瀬
戸
内
財
政
研
究
会

坂

根

信

義

〃

〃

日
本
共
産
党
本
城
宏
道
後
援
会

本

城

宏

道

平
成
二
五
・
一
二
・
三
一

姫
井
由
美
子
後
援
会

姫

井

由
美
子

〃

三
・

四

本
田
正
弘
後
援
会

谷

口

清

美

平
成
二
六
・

五
・

九

も
り
し
た
ひ
ろ
し
後
援
会

池

内

進
一
郎

〃

五
・

五

平成２６年６月２７日　岡山県公報　第１１５９６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名

竹

本

幸

久

浅
口
市
議
会
議
員

た
け
も
と
幸
久
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

浅
口
市
寄
島
町
一
六
〇
九
一

一

浅
口
市
寄
島
町
一
二
一
五
五

一
四
二

－
－
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岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
八
号

◎
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

資
金
管
理
団
体
で
な
く
な

届
出
を
し
た
者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

っ
た
旨
の
届
出
年
月
日

岡

田

幹

司

岡
山
県
議
会
議
員

岡
田
か
ん
じ
後
援
会

岡
山
市
北
区
久
米
三
六
四

岡

田

幹

司

平
成
二
六
・

五
・

一

姫

井

由
美
子

衆
議
院
議
員

姫
井
由
美
子
後
援
会

〃

〃

学
南
町
二

五

七
三

姫

井

由
美
子

〃

五
・
二
九

－
－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
九
十
一
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
三
条
第
一
項
の

。

規
定
に
よ
り
、
警
備
員
等
の
検
定
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

検
定
に
係
る
警
備
業
務
の
種
別
等

実
施
期
日

時

間

場

所

警
備
業
務
の

試
験

種
別
及
び
級

区
分

－
－

施
設
警
備
業

平
成
二
十
六
年

午
前
九
時
か
ら
午

岡
山
市
中
区
小
橋
町
一

一

学
科

務
（
一
級
）

十
月
三
日
（
金

前
十
一
時
ま
で

二
五

試
験

曜
日
）

岡
山
県
警
察
本
部
小
橋
町
庁
舎

－
－

実
技

岡
山
市
中
区
小
橋
町
一

一

平
成
二
十
六
年

午
前
十
時
か
ら
午

試
験

二
五

十

月

十

八

日

後
五
時
ま
で

岡
山
県
警
察
本
部
小
橋
町
庁
舎

（
土
曜
日
）

二

検
定
対
象
者

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の

の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

１

警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）
第
四

条
に
規
定
す
る
二
級
の
検
定
（
施
設
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る

）
に
係
る
法
第
二
十
三
条

。

第
四
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ

。

て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
当
該
種
別
の
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
一
年

以
上
で
あ
る
も
の

２

都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る

者

三

検
定
申
請
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
検
定
申
請
書

一
通

(１)

写
真

二
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(２)

前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
氏

請
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名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

そ
の
他

(３)
ア

二
１
に
該
当
す
る
者

合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
当
該
種
別
の
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警

備
業
者
等
の
作
成
に
係
る
所
定
の
様
式
に
よ
る
書
面

各
一
通

イ

二
２
に
該
当
す
る
者

都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
二
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
者

と
認
め
る
書
面
の
写
し

一
通

ウ

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

住
所
地
が
岡
山
県
内
に
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類

一
通

県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の

エ

従
事
す
る
警
備
業
者
の
営
業
所
が
岡
山
県
内
に
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類

一
通

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(１)

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の

(２)

営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
請
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
、
認
め
な
い
。

３

提
出
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

検
定
手
数
料

一
万
六
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
検
定
申
請
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
検
定
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
検
定
員

三
十
人
。
た
だ
し
、
申
請
順
に
受
け
付
け
、
受
検
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

受
検
票
の
交
付

検
定
申
請
者
に
対
し
て
、
申
請
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
交
付
す
る
。
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七

問
い
合
わ
せ
先

１

岡
山
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

電
話
（
〇
八
六
）
二
三
四

〇
一
一
〇

内
線
三
〇
三
四

－

２

県
内
の
各
警
察
署
の
生
活
安
全
課

八

そ
の
他

１

学
科
試
験
に
つ
い
て
は
、
検
定
当
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
受
付
を
開
始
す
る
の
で
、
受
検

申
請
者
は
、
午
前
九
時
ま
で
に
受
検
票
を
係
員
に
示
し
て
受
付
を
終
え
る
こ
と
。

２

学
科
試
験
の
受
検
に
際
し
て
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

３

学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
は
実
技
試
験
の
受
検
に
つ
い
て
別
途
指
示
し
、
学
科
試
験

に
合
格
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
実
技
試
験
は
行
わ
な
い
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
九
十
二
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
警
備
員
等

の
検
定
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

検
定
に
係
る
警
備
業
務
の
種
別
等

実
施
期
日

時

間

場

所

警
備
業
務
の

試
験

種
別
及
び
級

区
分

－
－

施
設
警
備
業

平
成
二
十
六
年

午
前
九
時
か
ら
午

岡
山
市
中
区
小
橋
町
一

一

学
科

務
（
二
級
）

十
月
三
日
（
金

前
十
一
時
ま
で

二
五

試
験

曜
日
）

岡
山
県
警
察
本
部
小
橋
町
庁
舎

－
－

実
技

岡
山
市
中
区
小
橋
町
一

一

平
成
二
十
六
年

午
前
十
時
か
ら
午

試
験

二
五

十

一

月

一

日

後
五
時
ま
で

岡
山
県
警
察
本
部
小
橋
町
庁
舎

（
土
曜
日
）

二

検
定
対
象
者

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は
県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の

三

検
定
申
請
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
検
定
申
請
書

一
通

(１)

写
真

二
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(２)

前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
氏

請名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

そ
の
他

(３)
ア

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

住
所
地
が
岡
山
県
内
に
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類

一
通

県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の

イ

従
事
す
る
警
備
業
者
の
営
業
所
が
岡
山
県
内
に
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類

一
通

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(１)
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住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

県
内
の
営
業
所
に
属
す
る
警
備
員
で
県
外
に
住
所
を
有
す
る
も
の

(２)

営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
請
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
、
認
め
な
い
。

３

提
出
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

検
定
手
数
料

一
万
六
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
検
定
申
請
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
検
定
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
検
定
員

三
十
人
。
た
だ
し
、
申
請
順
に
受
け
付
け
、
受
検
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

受
検
票
の
交
付

検
定
申
請
者
に
対
し
て
、
申
請
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
交
付
す
る
。

七

問
い
合
わ
せ
先

１

岡
山
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課

電
話
（
〇
八
六
）
二
三
四

〇
一
一
〇

内
線
三
〇
三
四

－

２

県
内
の
各
警
察
署
の
生
活
安
全
課

八

そ
の
他

１

学
科
試
験
に
つ
い
て
は
、
検
定
当
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
受
付
を
開
始
す
る
の
で
、
受
検

申
請
者
は
、
午
前
九
時
ま
で
に
受
検
票
を
係
員
に
示
し
て
受
付
を
終
え
る
こ
と
。

２

学
科
試
験
の
受
検
に
際
し
て
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

３

学
科
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
は
実
技
試
験
の
受
検
に
つ
い
て
別
途
指
示
し
、
学
科
試
験

に
合
格
し
な
か
っ
た
者
に
対
し
て
は
実
技
試
験
は
行
わ
な
い
。
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◎
岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
公
告
第
六
百
一
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
決
算
の
要
旨
を
公
告
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

岡
山
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
長

山

野

通

彦
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１  組合に属する地方公共団体数 

 

市 町 村 
一部事務 

組合等 
計 

１５ １０ ２ ４０ ６７ 

  

 ※  一部事務組合等には、共済組合を含む。 

 

２  組合員数、給料月額及び１人当たりの給料月額 

 

組合員種別 
一般組合員 市町村長 

組合員 

特定消防 

組合員 

長期 

組合員 

市町村長 

長期組合員 

任意継続 

組合員            
計 

一般職 特別職 

組合員数     (人 ) 16,208 71 25 2,218 2 2 343 18,869 

長期給料月額   (千円) 5,077,312 40,633 15,201 619,828 1,132 1,240 － 5,755,346 

長期平均給料月額(円) 313,260 572,292 608,060 279,453 566,000 620,000 － 310,663 

長期期末手当等の額（千円） 22,365,231 176,208 67,855 2,712,183 5,496 7,263 － 25,334,236 

短期給料月額(千円) 5,087,219 47,590 20,604 619,828 1,172 1,338 99,552 5,877,303 

短期平均給料月額(円) 313,871 670,277 824,156 279,453 585,900 669,300 290,240 311,479 

短期期末手当等の額(千円) 22,382,146 188,674 79,357 2,712,183 5,496 8,557 － 25,376,413 
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３  組合の職員数 

 

経理単位 業 務 保 健 宿 泊 貯 金 貸 付 計 

人   員 １８人 ３人 ０人 ２人 １人 ２４人 

 

４  各経理単位別収支状況  
短 期 経 理  長 期 経 理  預 託 金 管 理 経 理  業 務 経 理 

（収  入） 千円  （収  入） 千円  （収  入）   千円  （収  入） 千円 

短 期 負 担 金 5,648,212  負 担 金 16,736,543  利息及び配当金 116,358  負 担 金 191,669 

介 護 負 担 金 390,894  ［ 給 料 分 ］ (7,059,527)  計 116,358  連 合 会 交 付 金 67,972 

短期掛金（短期任継掛金含む） 5,531,094 

 

［ 期 末 手 当 等 分 ］ (2,085,054) 

 

（支  出） 

支 払 利 息 

千円 

116,358 
 

利 息 及 び 配 当 金 926 

介護掛金（介護任継掛金含む） 405,991 ［ 公 的 負 担 金 ］ (4,007,364) 短 期 経 理 よ り 繰 入 35,370 

連 合 会 交 付 金 762,951 ［ 追 加 費 用 ］ (3,569,337) 計 116,358 雑 収 入 5 

賠 償 金 （ 交 通 事 故 等 ） 9,420 ［旧恩給組合条例 

給付に係る払込金］ 
(15,261) 

  計               295,942 

前 年 度 繰 越 支 払 準 備 金 852,037      （支  出） 千円 

利 息 及 び 配 当 金 そ の 他 859  掛 金 9,076,748     役 職 員 給 与 128,795 

計 13,601,458  ［ 給 料 分 ］ (7,007,272)     旅 費 ・ 事 務 費 11,525 

（支  出） 千円  ［ 期 末 手 当 等 分 ］ (2,069,476)     委 託 費 1,276 

保 健 給 付 4,875,687  計 25,813,291  

  

 賃 借 料 17,137 

休 業 給 付 495,204 

 

（支  出） 千円 

  

普 及 費 9,310 

災 害 給 付 0 負 担 金 払 込 金 16,736,543 負 担 金 21,905 

附 加 給 付 39,077 掛 金 払 込 金 9,076,748 
  

消 費 税 1,435 

老 人 保 健 拠 出 金 68 計 25,813,291 事 務 費 負 担 金 払 込 金 85,166 

退 職 者 給 付 拠 出 金 513,363      減 価 償 却 費 1,168 

前 期 高 齢 者 納 付 金 3,717,753       そ の 他 の 支 出 1,035 

後 期 高 齢 者 支 援 金 2,118,673      計 278,752 

介 護 納 付 金 810,831  
 
   差 引 当 期 利 益 金 17,190 

一 部 負 担 金 払 戻 金 63,696     前 年 度 末 利 益 剰 余 金 391,764 

連 合 会 払 込 金 147,799 
 

  
 

次 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 408,954 

連 合 会 拠 出 金 394,162     
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業 務 経 理 へ 繰 入 35,370     

連 合 会 返 還 金 233,566    

任継掛金還付金（介護任継掛金

含む) 
7,230    

次 年 度 繰 越 支 払 準 備 金 845,168  

 

 

 

 

 

前 期 損 益 修 正 損 652    

計 14,298,299    

差 引 当 期 損 失 金 696,841    

前 年 度 末 利 益 剰 余 金 756,501  

次 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 59,660  

 
 

    

   

    

 

保 健 経 理  宿 泊 経 理  貯 金 経 理  貸 付 経 理 

（収  入） 千円  （収  入） 千円  （収  入） 千円  （収  入） 千円 

負 担 金 183,644  施 設 収 入 296,952  利息及び配当金その他 587,914  組 合 員 貸 付 利 息 140,751 

［ 給 料 分 ］ (137,114)  商 品 売 上 13,112  計 587,914  連 合 会 交 付 金 10,256 

［ 期 末 手 当 等 分 ］ (40,447)  賃 貸 料 24,666  （支  出） 

職 員 給 与 

千円 

13,760 

 利息及び配当金その他 680 

［特定健康診査等負担金］ (6,083)  雑 益 ・ 雑 収 入 1,916   計 151,687 

掛 金 177,453 

 

貸 倒 引 当 金 戻 入 184 
 

 

旅 費 ・ 事 務 費 3,578 

 

（支  出） 

職 員 給 与 

千円 

6,924 ［ 給 料 分 ］ (137,019) 利 息 及 び 配 当 金 2,015 賃 借 料 2,678 

［ 期 末 手 当 等 分 ］ (40,434) 計 338,845 普 及 費 2,533 旅 費 ・ 事 務 費 2,349 

保 険 手 数 料 11,448  （支  出） 千円  負 担 金 2,260  賃 借 料 1,330 

利息及び配当金その他 12,235 

 

旅 費 ・ 事 務 費 3,024 

 

消 費 税 356 

 

普 及 費 1,266 

貸 付 経 理 よ り 繰 入 300,000 商 品 仕 入 11,535 支 払 利 息 363,639 負 担 金 973 

計 684,780 事 業 用 消 耗 品 費 16,186 そ の 他 の 支 出 519 消 費 税 207 

（支  出） 千円 飲 食 材 料 費 55,548 計 389,323 支 払 利 息 115,773 

職 員 給 与 17,881 委 託 費 133,466 差 引 当 期 利 益 金 198,591 連 合 会 払 込 金 6,665 

厚 生 費 372,787 委 託 管 理 費 28,327 前年度末利益剰余金 2,433,059 そ の 他 の 支 出 4,600 

特 定 健 康 診 査 等 費 36,740 光 熱 水 料 27,542 次年度繰越利益剰余金 2,631,650 保 健 経 理 へ 繰 入 300,000 

［ 特 定 健 康 診 査 費 ］ (13,416) 修 繕 費 38,437   計 440,087 
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［ 特 定 保 健 指 導 費 ］ (23,324) 
 
洗 濯 費 7,521 

 

  

 
差 引 当 期 損 失 金 288,400 

旅 費 ・ 事 務 費 6,548 普 及 費 5,028 前年度末利益剰余金 739,039 

委 託 費 4,171  負 担 金 13,580  
 

次年度繰越利益剰余金 450,639 

賃 借 料 6,535  消 費 税 546    

普 及 費 1,903 

 

雑 費 102 

  
  

負 担 金 3,077 減 価 償 却 費 67,882 

 消 費 税 2,808 そ の 他 の 支 出 3,766 

連 合 会 分 担 金 4,977  貸 倒 引 当 金 繰 入 195   

減価償却その他の支出 547  固 定 資 産 除 却 損 169   

 

計 457,974  計 412,854  

差 引 当 期 利 益 金 226,806  差 引 当 期 損 失 金 74,009  

前年度末利益剰余金 450,343  前年度末利益剰余金 539,563  

次年度繰越利益剰余金 677,149  次年度繰越利益剰余金 465,554  
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